
 

令和２年度第４回和田区地域協議会 

次 第 
 

 

日時：令和 2年 9月 10 日（木）午後 6時 30 分から 

会場：ラーバンセンター 第 4研修室 

 

 

１ 開  会 

 

２ 議題等の確認 

 

３ 議題 

（１）令和２年度地域活動支援事業（追加募集分）の審査・採択について     

 

 

４ 報告 

（１）和田区の人口、世帯数等について     

 

 

５ 事務連絡 

 

６ 閉 会 



事業説明予定表 
 

※下記の説明時間は見込みであり、審査の進行状況により時間が前後する可能性がありま

すので予めご容赦ください。 

 

 

 

（集合時刻） 

説明時間 

事業

整理

№ 

提案事業名 提案者 
備

考 

（集合 18：30） 

18：40～ 

18：55 

9 子供達の安全と健全育成事業 大和二丁目町内会  

（集合 18：45） 

18：55～ 

19：10 

10 
上越妙高駅賑わいづくり環境整備

事業 

上越妙高駅と共に歩

む会 
 

（集合 19：00） 

19：10～ 

19：25 

11 西田中住民の安全・安心活動事業 西田中町内会  

（集合 19：15） 

19：25～ 

19：40 

12 
スポーツによる地域活性化（まち

づくり・交流人口の拡大）事業 

大和ベースボールク

ラブ 
 

 

※説明終了後、地域協議会にて審査・採択 

【一事業あたりの時間】 

① 事業説明 ５分以内  ②質疑応答 ８分以内  ③審査採点 ２分以内 

資料１ 



 

１ 国勢調査の結果 

（1）和田区の人口及び世帯数 

 H12 H17 H22 H27 

人口（人） 5,881 5,774 5,840 5,801 

世帯数（世帯） 1,665 1,683 1,754 1,834 

 ・H27 国勢調査における上越市の人口は 196,987 人、世帯数は 71,015 世帯であり、市全

体に占める和田区の人口は 2.94％、世帯数は 2.58％となっています。 

 ・和田区の人口は、平成 12 年と比較して 1.4％減少しており、毎年概ね 5 人ずつ減少し

ている計算になります。（なお、市人口の平成 12 年と比較した減少率は 7.0％） 

 ・平成 12 年の国勢調査の人口を基準とした推移及び他区との比較は別紙のとおりです。 

 

（2）年齢別人口 

 H17 H27 

人口（人） 構成比（％） 人口（人） 構成比（％） 

0～14 歳 896 15.5 775 13.4 

15～64 歳 3,576 61.9 3,287 56.7 

65 歳～ 1,269 22.0 1,726 29.7 

不詳 33 0.6 13 0.2 

合計 5,774 100.0 5,801 100.0 

 ・H27 国勢調査における上越市の年齢別人口の構成比は、次のとおりです。 

   0～14 歳：12.8％  15～64 歳：57.1％  65 歳～：30.1％ 

 

（3）世帯構成の推移 

 H17 H27 

世帯数（世帯） 構成比（％） 世帯数（世帯） 構成比（％） 

単独世帯 167 10.0 293 16.0 

夫婦のみ 266 16.0 387 21.2 

ひとり親と子ども 137 8.2 162 8.9 

夫婦と子ども 507 30.5 496 27.1 

3 世代世帯 462 27.8 370 20.3 

その他 125 7.5 119 6.5 

合計 1,664 100.0 1,827 100.0 

 ・H27 国勢調査における上越市の世帯構成の構成比は、次のとおりです。 

   単独世帯：26％  夫婦のみ：20％  ひとり親と子ども：9％ 

   夫婦と子ども：24％  3 世代世帯：15％  その他：6％ 

和 田 区 に 関 す る デ ー タ 

資料２ 



 

 

２ 区内の主な公の施設 

 ○今泉スポーツ広場野球場（所在地：大和 6、建築年：S56） 

 ○和田地区公民館（所在地：大字石沢、建築年：S58） 

○ラーバンセンター（所在地：大和 6、建築年：Ｈ3） 

○釡蓋遺跡ガイダンス（所在地：大和 5、建築年：Ｈ27） 
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優先採択 所見 総事業費 補助希望額 補助率

該当項目 市関係課 A（円） B（円） B/A（％）

9 大和二丁目町内会
子供達の安全と健全育
成事業

子供達が安全・安心に遊べる環境づくりを
推進し、健全育成を図ることを目的に、遊
び場の環境整備を行うとともに、下校時の
パトロール、遊具の安全管理等を行う。

・安全・安心対策 ― 97,130 97,000 99.9%
ブランコ修繕
費

10 上越妙高駅と共に歩む会
上越妙高駅賑わいづく
り環境整備事業

上越妙高駅及び駅周辺の更なる賑わいの創
出や活気あふれる場所になるようまちづく
りの推進を図るため、駅自由通路等に地域
のおもてなしの心や魅力情報を発信する内
容ののぼり旗を設置する。

・新幹線開業に伴う
まちづくり
・住民自治・交流の
促進

【観光交流推進課】
課題なし
・のぼり旗の作成にあたり、観光交流推
進課が関わる市内イベントについては、
写真データの提供も可能です。
【施設経営管理室】【交通政策課】【道
路課】
課題なし

343,675 343,000 99.8%
のぼり旗作
成・設置費

11 西田中町内会
西田中住民の安全・安
心活動事業

避難行動要支援者の避難手段を確保するとと
もに、住民の防災意識の向上及び安全・安心を
図るため、リヤカー及び車椅子を購入し、矢代
川の増水を想定した住民避難訓練を行う。

・安全・安心対策 ― 273,000 273,000 100.0%
リヤカー、車椅
子購入費

12 大和ベースボールクラブ
スポーツによる地域活性
化（まちづくり・交流人口
の拡大）事業

野球を通じて年齢・性別を超えた友情の輪を広
げ、体力づくりを行い、交流人口の拡大等を図
るため、ユニフォーム等を整備し、練習や試合
を行うとともに、環境美化活動等を行う。

・住民自治・交流の促
進
・教育・文化・スポーツ
の振興

― ○ 360,162 340,000 94.4%
ユニフォーム、
キャップ等購入
費

1,073,967 1,053,000 98.0%

予算額 991,000

差引額 △ 62,000

令和２年度 和田区 地域活動支援事業　提案概要一覧（追加募集分）（確定版） 南部まちづくりセンター

整理
№

提案団体名 事業名 事業概要
補助金の
主な使途

新規
提案
団体

当日配布資料１



令和２年度和田区地域活動支援事業【追加募集分】予算超過に伴う減額案 

 

 

 

Ａ案 順位に応じて減額する案（２位以下の減額率を一定の差で増加） 

【例】 予算額 1,338,000 円  予算超過額 62,000 円   

順

位 

補助 

希望額

（円）① 

合計

点 
数値 

構成 

割合 

 ② 

①×② 
構成 

割合 

減額

（円） 

③ 

 採択額

（円） 

①＋③ 

減額率 

1 300,000 300 0 0％ 0 0％ 0 300,000 0％ 

2 200,000 270 1 16.7％ 33,333 8.3％ △5,000 195,000 △2.50％ 

3 500,000 220 2 33.3％ 166,667 41.7％ △26,000 474,000 △5.20％ 

4 400,000 170 3 50.0％ 200,000 50.0％ △31,000 369,000 △7.75％ 

計 1,400,000 960 6 100％ 400,000 100％ △62,000 1,338,000 － 

  ※「数値」は、２位以下の減額率を一定の差で増加するための数値。 

  ※「構成割合」は、計算上では端数処理しないが、表記上、小数点第２位を四捨五入している。 

  ※「減額」は、予算超過額 62,000 円を左欄の構成割合で配分し、千円未満を四捨五入した数値。 

※「減額率」は、千円未満の端数処理のため、２位以下は完全な一定の差とならない。また、 

上表の「減額率」はあくまで例であり、補助希望額等により変動する。 

 

 

 

 

Ｂ案 補助希望額に対する予算額の割合で減額する案（同じ割合で減額） 

【例】 予算額 1,338,000 円  予算超過額 62,000 円 

順位 合計点 
補助希望額

（円）① 

補助率 

② 

採択額 

①×② 

千円未満 

四捨五入 
減額率 

1 300 300,000 
予算額 1,338,000

÷補助希望額

1,400,000 

286,714 287,000 △4.33％ 

2 270 200,000 191,143 191,000 △4.50％ 

3 220 500,000 477,857 478,000 △4.40％ 

4 170 400,000 382,286 382,000 △4.50％ 

計 960 1,400,000 95.5714％ 1,338,000 1,338,000 － 

※「減額率」は、千円未満の端数処理のため、完全に同じ減額率にはならない。 

※上表の「補助率」、「減額率」はあくまで例であり、予算額や補助希望額により変動する。 

 

参考資料 


